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2広報みさと５月号　№550

　「生ごみのダイエットは都

市生活のエチケット」といわ

れる時代です。美里町では、

生ごみ処理器の購入費を助成

し、ごみの減量化や資源の再

利用を推進しています。

①コンポスター

■補助額：購入金額の２分の１以内

　　　　　（上限３千円）

②電気式生ごみ処理容器

■補助額：購入金額の２分の１以内

　　　　　（上限２万円）

※①②とも購入先は限定しません。

※①②のいずれかを、１世帯１基まで（年１回）

補助します。

■申込方法：領収書・認印を持参し、建設水道

課建設環境係窓口にて申請してください。（電

気式の場合は、保証書の写しの添付をお願い

します。）

問合せ＝建設水道課　建設環境係　緯76-5134

生ごみ処理器購入費の
一部を助成します

収集場所行政区

関越高速西側　大島宅裏ごみ収集所古　　郡

甘粕集会所・堀内宅西側ごみ収集所甘　　粕

中里火の見跡中　　里

湯栃集会所湯　　栃

宮沢歯科前ごみ収集所野　　中

小栗児童センター小　　栗

上田商店前ごみ収集所猪　　俣

湯本集会所湯　　本

大仏婦人児童センター大　　仏

白石公民館白　　石

円良田農民センター円 良 田

収集場所行政区

根木集会所根　　木

関集会所（八幡関）関

上川輪集会所・新井横手公会堂南阿那志

北阿那志中央リサイクルセンター北阿那志

小茂田児童センター小 茂 田

下児玉公会堂下 児 玉

消防団第２分団車庫前ごみ収集所北 十 条

県道熊谷児玉線　陶山宅側ごみ収集所南 十 条

沼上集会所沼　　上

広木会館広　　木

駒衣集会所駒　　衣

木部集会所木　　部

　「クリーン美里」町内一斉清掃活動を実施しますので、皆

さまのご協力をお願いします。 「「
ク
リ
ー
ン
美
里

ク
リ
ー
ン
美
里
」」

町
内
一
斉
清
掃
活
動
の
実
施

町
内
一
斉
清
掃
活
動
の
実
施
にに
つ
い
つ
い
てて

※５月14日掌が雨天の場合は、５月21日掌に実施します。

　小雨の場合は実施します。実施の有無は、当日の朝、防災無線で

お知らせします。

注意：各収集所には、収集運搬業者が午前10時頃から11時30分頃ま

でに伺います。

実施日
平成29年

５月14日日

問合せ＝建設水道課

　　　　建設環境係　緯76-5134

　ご家庭で使用済みとなった小型電子機器（小型

家電）の無料回収を行います。

◎注意事項

１．携帯電話やパソコンは、回収後物理的な破壊

を行いますが、個人情報などのデータは、事前

に必ず削除してください。

２．家電リサイクル対象品目（テレビ・エアコン・

冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・衣類乾燥機）は回収

対象外です。

３．電池は取り外して有害ごみで出してください。

※開庁時に、建設水道課　建設環境係前の回収

ボックスも利用できます。《常設》

（ボックスの投入口のサイズ15㎝×25㎝ 以下

のものに限ります。）

問合せ＝建設水道課　建設環境係　緯76-5134

小型電子機器の
回収を行います！

◎収集日：５月24日（水）

　　　　　午前８時30分～10時30分

◎場　所：役場西側駐車場

3平成29年５月

■
収
集
日
 　
５
月
　
日
昌

24

　
午
前
８
時
　
分
～
　
時
　
分

30

10

30

■
収
集
物

◎
使
用
済
み
乾
電
池
（
ボ
タ
ン
電
池
も
可
）

　
袋
に
入
れ
な
い
で
そ
の
ま
ま
出
し
て
く
だ

さ
い
。

◎
蛍
光
管
・
水
銀
電
球
（
直
管
は
１
・
５
ｍ

未
満
に
限
る
。）

　
中
に
水
銀
な
ど
が
入
っ
て
い
ま
す
の
で
、

割
ら
な
い
よ
う
注
意
し
て
そ
の
ま
ま
出
し
て

く
だ
さ
い
。

注
意
　
白
熱
電
球
や
割
れ
た
蛍
光
管
は
対
象

外
で
す
。（
不
燃
ご
み
で
出
し
て
く
だ
さ

い
。）

◎
水
銀
体
温
計
・
温
度
計

　
中
に
水
銀
な
ど
が
入
っ
て
い
ま
す
の
で
、

割
ら
な
い
よ
う
注
意
し
て
そ
の
ま
ま
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
一
般
家
庭
で
使
用
し
た
物
に
限
り
ま
す
。

※
当
日
有
害
ご
み
を
出
せ
な
い
か
た
は
、
役

場
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
回
収
箱

を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
開
庁
・
開
館

時
間
を
ご
確
認
の
う
え
、
そ
ち
ら
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。（
箱
が
小
さ
い
た
め
、
小
出

し
に
お
願
い
し
ま
す
。）

※
バ
ッ
テ
リ
ー
、
ガ
ス
ボ
ン
ベ
は
回
収
不
可
。

バ
ッ
テ
リ
ー
・
ガ
ス
ボ
ン
ベ
は
　
月
に
収

11

集
し
ま
す
。

使
用
済
み
乾
電
池
、
蛍
光
管
な
ど
の
収
集

唖

愛

阿

挨

娃娃娃娃

娃娃娃娃

哀
哀
哀
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哀
哀
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哀
哀
哀

哀
哀
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哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀

【
お
願
い
】

　
収
集
場
所
に
は
、
専
用
の
収
集
箱
を
用
意

し
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
割
れ
な
い
よ
う
に

袋
や
ケ
ー
ス
か
ら
取
り
出
し
て
箱
の
中
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　
排
出
時
間
は
厳
守
で
お
願
い
し
ま
す
。　

　
ま
た
、
時
間
を
過
ぎ
て
か
ら
は
、
収
集
場

所
に
ご
み
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　一般家庭から排出される使用済み乾電池、蛍光管などの分別収集を下記のとおり実施します。

収集日時や場所をご確認のうえ各自ルールを守って出してください。

有害ごみ分別収集の実施について

使用済み乾電池、蛍光管、水銀体温計・
温度計の収集場所

収集場所行政区

東児玉公民館根　　木

関集会所（八幡関）・倉柱集会所関

上川輪集会所・新井横手公会堂南阿那志

北阿那志中央リサイクルセンター北阿那志

小茂田リサイクルセンター小 茂 田

善台寺熊谷公会堂・下児玉公会堂

中山集会所・殿ケ谷戸観音堂集会所
下 児 玉

北十条集会所北 十 条

南十条集会所南 十 条

沼上集会所沼　　上

広木会館広　　木

駒衣集会所・駒衣第三集会所駒　　衣

木部集会所木　　部

古郡農村集落センター古　　郡

甘粕集会所甘　　粕

中里集会所中　　里

湯栃集会所湯　　栃

野中集会所野　　中

小栗児童センター小　　栗

猪俣中央会館猪　　俣

湯本集会所湯　　本

大仏婦人児童センター大　　仏

白石公民館白　　石

円良田農民センター円 良 田

ご不明な点は、建設環境係までお問い合わせください。

問合せ＝建設水道課

　　　建設環境係　緯76-5134
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美
里
町
に
定
住
す
る
た
め
に
、
新
た
に
住

宅
を
取
得
し
よ
う
と
す
る
　
歳
以
下
の
か

40

た
へ
奨
励
金
を
交
付
す
る
制
度
で
す
。

※
町
外
か
ら
転
入
さ
れ
る
か
た
の
ほ
か
、
町

内
転
居
ま
た
は
建
替
え
を
さ
れ
る
か
た

も
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

住
宅
取
得
奨
励
金
　

■
対
象
者

　
美
里
町
内
に
住
宅
を
取
得
し
、
町
内
に
定

住
（
転
入
ま
た
は
転
居
）
し
た
か
た
で
、
次

の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
か
た

①
定
住
促
進
奨
励
金
の
交
付
申
請
時
に
、
申

請
者
ま
た
は
配
偶
者
の
年
齢
が
　
歳
以

40

下
の
か
た

②
取
得
し
た
住
宅
に
、
５
年
以
上
定
住
す
る

意
思
が
あ
る
か
た

③
居
住
す
る
行
政
区
に
加
入
し
、
積
極
的
に

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
参
加
し
て
い
る
、

ま
た
は
参
加
す
る
意
欲
が
あ
る
か
た

④
世
帯
全
員
に
、
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
か

た
⑤
過
去
、
定
住
促
進
奨
励
金
の
交
付
を
受
け

て
い
な
い
か
た

■
交
付
金
額
…
　
万
円

20

※
た
だ
し
、
町
内
転
居
ま
た
は
転
入
前
に
３

年
未
満
他
の
市
区
町
村
に
住
民
登
録
し

て
い
た
か
た
は
、
半
額
の
　
万
円
と
な
り

10

ま
す
。

　

交
付
額
の
加
算
措
置
　

○
子
育
て
世
帯
加
算

■
対
象
者

　
初
め
て
美
里
町
に
住
民
登
録
す
る
、
ま
た

は
転
入
前
３
年
以
上
他
の
市
区
町
村
に
住

民
登
録
を
し
て
い
た
か
た
で
、
中
学
生
以
下

の
子
供
（
妊
娠
中
を
含
む
）
が
い
る
か
た

※
町
内
転
居
ま
た
は
建
替
え
の
か
た
は
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。

■
加
算
金
額
…
　
万
円

10

○
土
地
取
得
加
算

■
対
象
者

　
住
宅
取
得
に
あ
た
り
、
土
地
を
購
入
し
た

か
た

■
加
算
金
額
…
　
万
円

20

※
た
だ
し
、
町
内
転
居
ま
た
は
転
入
前
に
３

年
未
満
他
の
市
区
町
村
に
住
民
登
録
し

て
い
た
か
た
は
、
半
額
の
　
万
円
と
な
り

10

ま
す
。

　
奨
励
金
の
交
付
を
受
け
る
に
は
、
交
付
申

請
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
申
請
は
、
建
設
水
道
課
建
設
環
境
係
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　
申
請
書
は
、
建
設
水
道
課
建
設
環
境
係
窓

口
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
で
き
ま
す
。

　
交
付
申
請
の
手
続
き
は
、
転
入
・
転
居
日

か
ら
６
か
月
以
内
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

奨
励
金
制
度
に
つ
い
て

奨
励
金
の
交
付
申
請
な
ど
に
つ
い
て

～
み
さ
と
暮
ら
し
、

は
じ
め
ま
せ
ん
か
～

奨
励
金
の
対
象
者
と
交
付
金
額

問
合
せ
＝
建
設
水
道
課
　
建
設
環
境
係

　
緯
　
‐
５
１
３
４

76

対
象
者
に
最
大
で

　
万
円
の
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す

50

美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美
里里里里里里里里里里里里里里里里里里里里里
町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定
住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住
促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促
進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進
奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨
励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励
金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金
制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制

美
里
町
定
住
促
進
奨
励
金
制
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度

5平成29年５月

■
対
象
と
な
る
住
宅

町
内
に
有
す
る
木
造
住
宅
…

　
昭
和
　
年
５
月
　
日
以
前
の
建
築
確
認
に

56

31

基
づ
き
建
築
さ
れ
た
木
造
住
宅
で
階
数
が
２

以
下
の
も
の

■
対
象
と
な
る
事
業

耐
震
診
断
…
建
築
士
法
第
２
条
第
１
項
に
規

定
す
る
建
築
士
で
同
法
第
　
条
第
１
項
の

23

規
定
に
よ
り
登
録
を
受
け
た
建
築
士
事
務

所
に
属
す
る
者
が
、「
木
造
住
宅
の
耐
震
診

断
と
補
強
方
法
」
に
定
め
る
診
断
方
法
で

診
断
す
る
も
の
。

※
「
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
と
補
強
方
法
」
と
は
、

　
（
一
財
）
日
本
建
築
防
災
協
会
の
定
め
る
診
断
方
法
。

■
対
象
と
な
る
か
た

▽
対
象
住
宅
に
現
に
居
住
し
て
い
る
か
た

▽
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
か
た

■
補
助
金
額

　
建
築
物
１
戸
に
つ
き
耐
震
診
断
に
要
し
た

費
用
の
１
／
２
以
内
の
額
で
　
万
円
を
限
度

10

と
し
ま
す
。

■
補
助
を
行
う
期
間

　
平
成
　
年
３
月
　
日
ま
で

33

31

■
耐
震
改
修
の
内
容

①
一
般
耐
震
改
修
…

　
耐
震
診
断
に
よ
る
上
部
構
造
評
点
（（
一
財
）

日
本
建
築
防
災
協
会
に
よ
る
「
木
造
住
宅
の

耐
震
診
断
と
補
強
方
法
」
に
定
め
る
診
断
方

法
に
よ
り
評
価
さ
れ
た
点
数
。
以
下
同
じ
。）

が
、
１
・
０
未
満
と
診
断
さ
れ
た
建
築
物
に

つ
い
て
、
上
部
構
造
評
点
が
１
・
０
以
上
と

な
る
よ
う
に
補
強
を
行
う
こ
と
。

②
簡
易
耐
震
改
修
…

　
耐
震
診
断
に
よ
る
上
部
構
造
評
点
が
、

１
・
０
未
満
と
診
断
さ
れ
た
建
築
物
に
つ
い

て
、
当
該
建
築
物
が
倒
壊
し
て
も
安
全
な
空

間
が
確
保
で
き
る
「
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
」
の

設
置
を
行
う
こ
と
。

■
対
象
と
な
る
住
宅

　
昭
和
　
年
５
月
　
日
以
前
の
建
築
確
認
に
基

56

31

づ
き
建
築
さ
れ
た
町
内
の
木
造
住
宅
で
地
階
を

除
く
階
数
が
２
以
下
の
も
の
で
、
耐
震
診
断
に

よ
る
上
部
構
造
評
点
が
１
・
０
未
満
の
も
の
。

■
補
助
対
象
経
費

　
耐
震
改
修
設
計
と
耐
震
改
修
工
事
ま
た
は

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
に
要
す
る
費
用

■
対
象
と
な
る
か
た

▽
対
象
住
宅
に
現
に
居
住
し
て
い
る
か
た

▽
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
か
た

■
補
助
金
額

①
一
般
耐
震
改
修
…
耐
震
改
修
に
要
し
た
費

用
の
１
／
２
に
相
当
す
る
額
で
　
万
円
を

20

限
度
と
し
ま
す
。

②
簡
易
耐
震
改
修
…
簡
易
耐
震
改
修
に
要
し

た
費
用
の
１
／
２
に
相
当
す
る
額
で
　
万
20

円
を
限
度
と
し
ま
す
。

■
補
助
を
行
う
期
間

　
平
成
　
年
３
月
　
日
ま
で

33

31

問
合
せ
＝
建
設
水
道
課
　
建
設
環
境
係
　

緯
　
‐
５
１
３
４

76

木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制木造住宅耐震診断・耐震改修制度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度

ををををををををををををををををををををを利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用しししししししししししししししししししししままままままままままままままままままままませせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかを利用しませんか？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？

①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①
木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木
造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造
住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住
宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅
耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐
震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震
診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診

①
木
造
住
宅
耐
震
診
断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断

②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②
木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木
造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造
住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住
宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅
耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐
震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震
改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改

②
木
造
住
宅
耐
震
改
修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修

地震からわが家を守るため

　毎年この時期になると、道路や歩道あるいは隣地に樹木などが

せり出しているとの苦情が多く寄せられます。お互い「おもい

やり」の気持ちを持って、所有地の適切な管理をお願いします。

問合せ＝建設水道課　建設環境係　緯76-5134

　民有地の庭木や竹、雑草などが道路にせり出し、見通しが悪くなって

いる箇所が多く見られます。町では、土地の所有者や管理者に伐採な

どの対応をお願いしています。

　通行の妨げになる前に、早めの対応をお願いします。

「道路」や「歩道」にせり出している樹木類は、所有者

各自で切ってください。

明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境ををををををををををををををををををををを目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指ししししししししししししししししししししし明るく住みよい住環境を目指してててててててててててててててててててててて
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５
月
は
軽
自
動
車
税
・
固
定
資
産
税
（
第

１
期
）
の
納
期
で
す
。
忘
れ
ず
に
、
５
月
　31

日
我
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　
身
体
に
障
害
が
あ
る
か
た
な
ど
が
所
有

す
る
軽
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
税
の
減
免
制

度
が
あ
り
ま
す
。

　
申
請
は
毎
年
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
減

免
を
受
け
よ
う
と
す
る
か
た
は
お
早
め
に
総

務
税
務
課
税
務
係
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
期
限
　
５
月
　
日
我
ま
で

31

■
持
参
す
る
も
の

①
印
鑑
（
認
印
可
）

②
身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者
手
帳
・
療

育
手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

い
ず
れ
か
（
コ
ピ
ー
不
可
）

③
運
転
者
の
か
た
の
運
転
免
許
証

④
自
動
車
検
査
証
ま
た
は
軽
自
動
車
届
出

済
証

⑤
納
税
通
知
書

⑥
納
税
義
務
者
の
か
た
（
法
人
を
除
く
）
の

個
人
番
号
確
認
お
よ
び
身
元
確
認
書
類

　
減
免
申
請
を
行
う
場
合
、
個
人
番
号
（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
）
ま
た
は
法
人
番
号
の
記
入
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　
個
人
の
か
た
が
個
人
番
号
を
記
載
し
た

申
請
書
を
提
出
す
る
際
は
、
本
人
確
認
（
番

号
確
認
お
よ
び
身
元
〈
実
存
〉
確
認
）
が
必

要
と
な
る
た
め
、
左
表
に
記
載
さ
れ
た
本
人

確
認
書
類
の
提
示
、
ま
た
は
写
し
の
添
付
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
既
に
廃
車
手
続
き
や
車
両
を
売
却
し
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
て

い
る
場
合
は
、
総
務
税
務
課
税
務
係
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
の
廃
車
・
売
却
を
し
た
が
、

納
税
通
知
書
が
届
い
た
と
き
は
…

　
納
期
は
５
月
　
日
　

31

（水）

　
コ
ン
ビ
ニ
で
も
納
め
ら
れ
ま
す

軽
自
動
車
税
に
は
減
免
制
度
が

あ
り
ま
す

申　請　者

代理人納税義務者本人

○納税義務者のかたの個

人番号カードの写しの

提出

○納税義務者のかたの通

知カードの写しの提出

○納税義務者のかたの個人

番号が記載された住民票

の写しの提出

○個人番号カードの提示

○通知カードの提示

○個人番号が記載された

住民票の提示番号確認

(いずれか１点)

○代理人のかたの顔写真

入りの身分証明書の提示

(個人番号カード、運転免

許証、パスポートなど)

○顔写真入りの身分証明

書の提示(個人番号カー

ド、運転免許証、パス

ポートなど)

身元（実存）

確認

○委任状(任意代理人の場

合)の提出

○戸籍謄本(法定代理人の

場合)の提出

※同一世帯の親族のかたが

代理で申告する場合は、委

任状は不要です。

代理権の確認

※自動車税の減免は、障害があるかた１名につき１台に限られます。既に

普通自動車税の減免を受けているかたは、重複して軽自動車税の減免は

受けられません。また、障害の程度によっては減免を受けられない場合

があります。

　
埼
玉
県
の
自
動

車
税
は
金
融
機
関

の
ほ
か
、
コ
ン
ビ

ニ
で
も
納
め
ら
れ

ま
す
。
忘
れ
ず
に
、

５
月
　
日
昌
ま
で

31

に
納
め
ま
し
ょ
う
。

※
自
動
車
税
全
般
に
関
す
る
こ
と
、
住
所

変
更
、
納
付
書
紛
失
な
ど
の
連
絡
、
納

税
状
況
の
確
認
な
ど
に
つ
い
て
は
、
自

動
車
税
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
緯
 ０
５

０
‐
３
７
８
６
‐
１
２
２
２
）
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

県
税
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

５
月
は
自
動
車
税
の
納
期
で
す

減
免
申
請
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

必
要
で
す

問
合
せ
＝
総
務
税
務
課
　
税
務
係

　
緯
　
‐
５
１
３
１

76

7平成29年５月

　
私
た
ち
の
ま
わ
り
に
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
情
で
家
庭
を
離
れ
て
生
活
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
子
ど
も
が
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
子
ど
も
た
ち
を
家
庭
で
受

け
入
れ
て
く
だ
さ
る
里
親
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
「
里
親

制
度
」
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

「
里
親
入
門
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
里
親
に
関
心
の
あ
る
か
た
は
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
里
親
入
門
講
座

◎
日
　
時

　
５
月
　
日
掌
午
後
１
時
　
分
～
４
時

28

30

　（
受
付
　
午
後
１
時
～
）

◎
場
　
所

　
騎
西
文
化
・
学
習
セ
ン
タ
ー

　「
キ
ャ
ッ
ス
ル
き
さ
い
」

　（
加
須
市
根
古
屋
　
‐
　
）

633

10

◎
内
　
容

　
①
里
親
制
度
に
つ
い
て

　
②
里
親
さ
ん
の
子
育
て
体
験
談

　
③
質
疑
応
答
、
意
見
交
換

◎
費
　
用
　
無
料
　

◎
申
込
み
・
問
合
せ

　
熊
谷
児
童
相
談
所
　

　
緯
０
４
８
‐
５
２
１
‐
４
１
５
２

唖

愛

阿

挨

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀

哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀

「
里
親
入
門
講
座
」
を

開
催
し
ま
す
。

平成29年10月１日から

住民票などの交付手数料が変わります

改定後現　行対象となる証明書など

１通 200円１通 150円住民票（個人)

住
民
関
連

１通 200円

４人まで 150円

住民票（世帯） ８人まで 300円

12人まで 450円

１件 200円１件 150円住民票記載事項証明書

１通 200円１通 150円印鑑証明書

１通 200円１通 150円戸籍の附票

１時間 1,200円１時間 800円住民基本台帳の閲覧

１枚 200円１件 150円納税証明書

税
務
関
連

１枚 200円１件 150円所得証明書

１枚 200円１件 150円課税証明書

１枚 200円１件 150円非課税証明書

１枚 200円１枚 150円評価証明書

１枚 200円１枚 150円公課証明書

１枚 200円１枚 150円地籍図（Ａ３まで）

１枚 400円１枚 300円　〃　（Ａ３を超えるサイズ）

１通 200円１通 150円その他の証明書

　交付事務処理に要する経費と受益者負担の適正化を図るため、次のとおり住民票

などの交付手数料の一部を改定します。皆さまのご理解とご協力をお願いします。

改正される主な証明書

※戸籍全部(個人)事項証明書、戸籍謄抄本などについては、変更ありません。

　詳しくは、広報９月号でお知らせします。

問合せ＝《住民関係》住民福祉健康課　住民福祉係　緯76-5132

 《税務関係》総務税務課　税務係　緯76-5131



8広報みさと５月号　№550

　
皆
さ
ま
の
行
政
上
の
困
り
ご
と
に
つ
い
て
相

談
相
手
と
な
る
行
政
相
談
委
員
と
し
て
、
平
成

　
年
４
月
１
日
付
け
で
丸
山
万
喜
さ
ん
と
長
谷

29川
隆
史
さ
ん
が
引
き
続
き
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。

　
行
政
相
談
委
員
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
行

政
に
対
す
る
意
見
や
要
望
を
お
聞
き
し
、
そ
の

解
決
や
実
現
の
促
進
を
図
る
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

■
相
談
日

　
毎
月
第
３
金
曜
日
　
午
前
　
時
～
正
午

10

■
場
　
所

　
美
里
町
役
場
　
１
階
　
第
１
・
第
２
会
議
室

＊
心
配
ご
と
相
談
と
併
設
で
す
。

 長  谷  川 
は せ が わ

 隆 
たか

 史 さん
し

 丸  山 
まる やま

 万  喜 さん
ま き

問
合
せ
＝
住
民
福
祉
健
康
課
　

　
住
民
福
祉
係
　
緯
　
‐
５
１
３
２

76

わたしたちが

行政相談委員です
わたしたちが

行政相談委員です
                        

わたしたちが

行政相談委員です

５月21日
午前11時～午後２時
場所：美里町役場西側駐車場
　　　　（美里町大字木部323-1）
※役場の駐車場をご利用ください。
※内容は、変更になる場合があります。
※雨天の場合は中止とさせていただきます。（小雨決行）

☎

このイベントは、公益財団法人地域社会振興財団の交付を受け、

長寿社会づくりソフト事業として実施しています。

日

　昨年度に引き続き、町内の交流の場づくり、町内活動
の活性化を目的に、住民や事業者の皆さまとともに創り
上げた、手づくりのマルシェ＆カフェを開催します！
　皆さまのお越しを、お待ちしています。

後援：一般財団法人地域活性化センター、美里町

美里町の特産品集めました！　みさとのおししいものあります！ 美里町の特産品集めました！　みさとのおししいものあります！ 

み さとみ さとみ さと
手づくり

マルシェ＆カフェ
手づくり

マルシェ＆カフェ
手づくり

マルシェ＆カフェ

9平成29年５月
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虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚

許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許

特
設
人
権
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。

人
権
擁
護
に
関
す
る

常
設
相
談
所

《
電
話
相
談
》

【
全
国
同
一
の
電
話
番
号
】

緯
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
１
１
０

※
発
信
者
の
地
域
の
法
務
局
（
支
局
）
に

接
続
さ
れ
ま
す
！

【
日
時
】　
６
月
1
日
昭

　
　
　
　
　

午
後
１
時
　
分
～
４
時

30

【
会
場
】　
美
里
町
役
場
（
２
階
）

　
　
　
　
　

　
会
議
室

203

問
合
せ
＝
総
務
税
務
課
総
務
係

　
緯
　
‐
１
１
１
５
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人
権
に
関
す
る
こ
と
で
お
悩

み
の
あ
る
か
た
は
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

※
個
別
に
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。

　「
シ
ニ
ア
健
康
あ
っ
ぷ
塾
」
は
、
運
動
と

口
腔
機
能
を
改
善
さ
せ
、
生
活
レ
ベ
ル
の

向
上
を
目
的
と
し
た
教
室
で
す
。

　
運
動
は
、
イ
ス
や
マ
ッ
ト
な
ど
を
使
用

し
、
柔
軟
性
を
高
め
、
筋
力
と
バ
ラ
ン
ス

能
力
を
つ
け
て
い
き
ま
す
。
腰
痛
・
膝
痛
、

ま
た
転
倒
予
防
に
効
果
の
あ
る
運
動
も
取

り
入
れ
て
い
き
ま
す
。

　
口
腔
関
係
で
は
、
口
の
働
き
や
噛
む
こ

と
の
大
切
さ
な
ど
を
学
ぶ
ほ
か
、
正
し
い

口
腔
ケ
ア
の
指
導
も
あ
り
ま
す
。
自
分
ら

し
い
生
活
が
い
つ
ま
で
も
続
け
ら
れ
る
よ

う
「
シ
ニ
ア
健
康
あ
っ
ぷ
塾
」
へ
の
参
加

を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

　
次
の
①
か
ら
④
ま
で
の
条
件
を
す
べ
て

満
た
す
か
た

①
町
内
在
住
の
　
歳
以
上
の
か
た

65

②
「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
を
実
施
し
運

動
機
能
等
に
低
下
が
認
め
ら
れ
た
か
た

③
医
師
か
ら
運
動
を
禁
止
、
も
し
く
は
運

動
の
制
限
を
受
け
て
い
な
い
か
た

④
原
則
と
し
て
全
日
程
（
　
回
）
参
加
で

13

き
る
か
た

■
日
　
程
　
左
記
参
照

■
時
　
間
　
午
前
９
時
～
　
時
11

■
場
　
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

■
参
加
費
　
無
料

■
定
　
員
　
各
ク
ー
ル
　
名
程
度

15

■
送
　
迎
　
車
で
の
送
迎
は
相
談
の
う
え

決
定

■
申
込
み
　
５
月
９
日
昇
か
ら
電
話
申
込

み
開
始
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

問
合
せ
＝

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
保
健
セ
ン

タ
ー
内
）　
緯
　
‐
１
３
２
５

76

介
護
予
防
事
業

『
シ
ニ
ア
健
康
あ
っ
ぷ
塾
』
を
開
催

介
護
予
防
事
業

『
シ
ニ
ア
健
康
あ
っ
ぷ
塾
』
を
開
催

介
護
予
防
事
業

『
シ
ニ
ア
健
康
あ
っ
ぷ
塾
』
を
開
催

理
学
療
法
士
・
歯
科
衛
生
士
が
サ
ポ
ー
ト

元
気
を
取
り
戻
し
ま
し
ょ
う
！

理
学
療
法
士
・
歯
科
衛
生
士
が
サ
ポ
ー
ト

元
気
を
取
り
戻
し
ま
し
ょ
う
！

第１クール

①７月６日昭

②７月13日昭

③７月20日昭

④８月３日昭

⑤８月10日昭

⑥８月17日昭

⑦８月24日昭

⑧８月31日昭

⑨９月７日昭

⑩９月14日昭

⑪９月21日昭

⑫９月28日昭

⑬10月５日昭

第２クール

①12月７日昭

②12月14日昭

③12月21日昭

④１月11日昭

⑤１月18日昭

⑥１月25日昭

⑦２月１日昭

⑧２月８日昭

⑨２月15日昭

⑩２月22日昭

⑪３月１日昭

⑫３月８日昭

⑬３月15日昭

『シニア健康あっぷ塾』開催日程
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就
任
　
年
目

10

　
町
長
コ
ラ
ム
を
書
き
始
め
て
　
号
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら

100

に
、
町
長
に
就
任
し
、
５
月
　
日
で
　
年
目
に
入
り
ま
す
。

17

10

　
こ
の
９
年
間
を
振
り
返
る
と
、
震
災
や
雪
害
、
公
共
施

設
の
耐
震
化
や
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
、
産
業
団
地
な
ど
、
人
間

一
人
の
力
は
弱
く
と
も
、
人
の
つ
な
が
り
や
集
ま
り
の
力
、

信
頼
で
き
る
皆
様
の
支
援
で
大
そ
れ
た
事
も
現
実
味
を
帯

び
る
と
実
感
し
ま
し
た
。

　
改
め
て
、
こ
れ
ま
で
ご
理
解
と
ご
支
援
、
多
く
の
ご
提

言
を
い
た
だ
い
た
皆
様
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
美
里
町
も
日
本
全
体
も
、
少
子
高
齢
化
・
人
口

減
少
と
い
う
世
界
が
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
領
域
に
入
っ

て
い
ま
す
。

　
予
想
さ
れ
る
影
響
は
、
働
く
世
代
の
減
少
に
よ
る
社
会

の
活
力
や
税
収
の
低
下
、
医
療
・
介
護
費
の
増
大
に
よ
る

財
政
悪
化
と
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
な
ど
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
こ
の
ま
ま
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
て
も
仕
方

が
あ
り
ま
せ
ん
。
打
つ
手
は
必
ず
あ
る
は
ず
で
す
。

　
住
民
の
安
心
安
全
と
幸
せ
な
暮
ら
し
に
ど
う
行
政
が
関

わ
れ
ば
良
い
の
か
？
　
前
例
に
と
ら
わ
れ
ず
、
痛
み
を
伴

う
も
の
で
あ
っ
て
も
、
必
要
で
あ
れ
ば
断
行
す
る
と
い
う

強
い
信
念
を
持
ち
、
未
来
を
望
む
方
向
に
変
え
る
挑
戦
を

し
続
け
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
ス

マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
を
活
用
し
企
業
や
人
が
美
里
に
来
や
す
く
、

子
育
て
し
易
い
環
境
を
創
る
こ
と
、
地
域
で
ひ
と
・
も
の
・

お
金
が
好
循
環
す
る
こ
と
で
す
。

　「
未
来
は
私
た
ち
の
努
力
で
変
え
る
こ
と
が
出
来
る
。」

こ
の
想
い
を
胸
に
、
新
た
な
挑
戦
を
し
続
け
た
い
と
思
い

ま
す
。

100

町
長
コ
ラ
ム

松久駅松久駅

県
道
本
庄
寄
居
線

県
道
本
庄
寄
居
線

Ｊ
Ｒ
八
高
線

Ｊ
Ｒ
八
高
線

美里町
役場

工事現場内通行止め
（アクセス道路は通行可能です）
工事現場内通行止め

（アクセス道路は通行可能です）

　現在、埼玉県と町の共同事

業として、「寄居スマートＩＣ

西地区産業団地」の整備を

行っています。

　５月から事業が完了する平

成31年３月末（予定）まで工

事現場内への出入りができな

くなります。

　通行されている皆さまには

ご不便をおかけしますが、迂

回していただきますようお願

いします。

■問合せ

埼玉県企業局　地域整備事務所

工事第一担当

緯048-663-6990

建設水道課

建設環境係　緯76-5134

拠
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渠

漁
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　「寄居スマートＩＣ西地区産業団地」整備の着工に伴い、５月から工事現場内

への出入りができなくなります！　ご理解とご協力をお願いします！

通行規制のお知らせ

☎

11平成29年５月

農作業を安心しておまかせできる組織・個人がいますのでご利用ください。

摘　　要基本料金単位作　業　名

ロータリー使用、未整備地区は２割増5,400円10ａ耕起（１回）
耕
　
起

ロータリー使用、未整備地区は２割増7,560円〃耕起（２回）

３年以上放置農地（現状により加算）6,480円〃休耕地耕起（１回）

果樹園地等7,560円〃特殊耕起

ドライブハロー（整地は別）6,480円〃代かき

水
　
稲

10ａ当り標準25～30箱648円１箱育苗

補植は別7,560円10ａ田植え

農薬代は別1,620円〃除草・殺菌・殺虫（散布機）

農薬代・肥料代等は別78,840円〃全面受託

ドリル播き7,560円〃麦播き

麦

22円ｍ当り溝掘り（排水対策）

ローラー使用1,620円10ａ麦踏み

農薬代は別1,620円〃除草・殺菌・殺虫（散布機）

薬剤代を含む、年１回実施1,330円〃無人ヘリ防除（赤かび）

倒伏･湿害等の場合
50％以内の割増あり

ほ場整備地区　結束は2,160円増16,200円〃コンバイン
刈
取
・
収
穫

未整備地区　結束は2,160円増21,600円〃コンバイン

専用機械を使用、オペレーター付3,810円１時間ネギ収穫

袋は委託者負担、製品配達料金は別、袋詰めは１袋当り54円14,040円10ａ乾燥からもみすり調製

製品配達料金・袋代は別540円30㎏もみすり調製のみ

オペレーター付4,320円10ａ土層改良機（プラソイラー）

管
理
・
そ
の
他

86円ｍ当り畦畔造り（土手つき）

機械のみ5,400円１日野菜移植機

1,296円10ａ肥料撒き（元肥）

別途走行１kmあたり22円加算、オペ
レーター代は別料金、堆肥は別

機械のみ　
10,800円１日

堆肥撒き（マニアスプレッダ）
5,400円半日

機械のみ、オペレーター代・燃料代・堆肥は別
10,800円１日

堆肥積込（ホイールローダー）
5,400円半日

機械持込みの場合＋1,060円／時間、薬剤・資材代は別972円１時間除草・防除・剪定・摘果果
樹 オペレーター付7,560円10ａ草刈り　（歩行型機使用）

※ほ場・作物により異なりますので農林商工課産業振興係へお問い合わせください。

※ほ場の条件によっては、若干の加算もあります。

※機械の回送を伴う場合は、別途片道3,240円かかります。

※上記料金には、消費税が含まれています。

美里町農作業受委託調整委員会より

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成222222222222222222222999999999999999999999年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金をををををををををををををををををををををおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知らららららららららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ平成29年度農作業標準料金をお知らせししししししししししししししししししししししままままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすます

問合せ＝農林商工課　産業振興係  緯76-5133

　
町
で
は
、
竹
や
サ
サ
な
ど
で
荒
れ
て

し
ま
っ
た
里
山
を
再
生
し
、
景
観
の
向

上
や
生
物
多
様
性
の
保
全
な
ど
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
「
里
山
・
平
地
林
再

生
事
業
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
竹
の
伐
採
な
ど
の
再
生
作
業
は
町

で
行
い
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
か
た

は
農
林
商
工
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

事
業
実
施
要
件

▼
１
箇
所
あ
た
り
３
、
０
０
０
㎡
以

上
の
ま
と
ま
り
の
あ
る
森
林
で
あ

る
こ
と
（
人
家
や
道
路
付
近
で
地

域
森
林
計
画
の
対
象
と
な
っ
て
い

る
森
林
）

▼
整
備
後
５
年
間
は
、
森
林
所
有
者

な
ど
が
下
刈
な
ど
の
維
持
管
理
を

行
う
こ
と
（
町
と
協
定
書
を
締
結

し
、
協
定
期
間
中
は
森
林
以
外
へ

の
転
用
を
原
則
禁
止
し
ま
す
。）

※
過
去
に
整
備
済
み
の
か
た
へ

　
森
林
が
以
前
の
荒
れ
た
状
態
に

戻
ら
ぬ
よ
う
適
切
な
維
持
管
理
を

お
願
い
し
ま
す
。

里里里里里里里里里里里里里里里里里里里里里
山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平
地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地
林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林
ののののののののののののののののののののの
再再再再再再再再再再再再再再再再再再再再再

里
山
・
平
地
林
の
再
生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生

ををををををををををををををををををををを
ししししししししししししししししししししし
ててててててててててててててててててててて
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
ままままままままままままままままままままま
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん

を
し
て
み
ま
せ
ん
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか

問
合
せ
＝
農
林
商
工
課
　
産
業
振

興
係
  緯
　
‐
５
１
３
３

76
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刈

侃

瓦

冠

苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅

苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅

乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾

乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾

手をグーにして親指を

立てて口角にあてる

～ミルク～

俳
句
・
短
歌
の
投
稿
に
は
、
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
・
ふ
り
が
な
等
を
必
ず
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

　

俳
句
　
　
　

　

短
歌
　
　
　

二
千
円
出
す
な
ら
刺
身
が
よ
か
っ
た
と

　
焼
鳥
ほ
お
ば
り
の
た
ま
う
夫

 

 丸
山
 　
好
子

（
駒
衣
）

 身
内
 さ
え
 暗
殺
 せ
し
 国
  戦
慄
 す

み
う
ち
 

あ
ん
さ
つ
 

く
に
 
せ
ん
り
つ

　
ミ
サ
イ
ル
 発
射
 に
 戦
争
 を
 危
惧
 す

は
っ
し
ゃ
 

せ
ん
そ
う
 

き
ぐ

 

 清
水
 ミ
ヨ
子

（
大
仏
）

 赤
 い
 椿
 の
 密
吸
 う
 鳥
 が
つ
ぎ
つ
ぎ
に

あ
か
 

つ
ば
き
 

み
つ
す
 

と
り

　
た
ま
に
 花
 ご
と
く
わ
え
ゆ
く
あ
り

は
な

　
 

 設
楽
 　
芳
江

（
木
部
）

い
つ
か
ら
か
 山
路
 に
な
ら
ぶ
 石
佛
 の

や
ま
じ
 

せ
き
ぶ
つ

　
お
だ
や
か
な
 古
 り
し
お
 顔
 に
 合
 い
た
く
て

ふ
 

か
お
 

あ

 

 須
賀
 　
茂
子

（
北
阿
那
志
）

ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ
ツ
グ
ミ
に
コ
ゲ
ラ
シ
メ
メ
ジ
ロ

　
エ
ナ
ガ
も
来
て
る
冬
の
わ
が
 家
 は
や

 

 原
 　
武
久

（
小
茂
田
）

 年
月
 の
 経
 つ
の
は
 早
 し
ど
っ
さ
り
と

と
し
つ
き
 

た
 

は
や

　
 田
植
 え
の
 肥
料
  業
者
運
 び
ぬ

た
う
え
 

ひ
り
ょ
う
 
ぎ
ょ
う
し
ゃ
は
こ

 

 小
林
 カ
ツ
子

（
大
仏
）

 孫
二
人
  卒
業
 な
り
て
 頼
 も
し
き

ま

ご

ふ

た

り

 
そ
つ
ぎ
ょ
う
 

た

の

　
 婆
 の
 出
番
 は
 少
 な
く
 嬉
 し

ば

あ

 

で

ば

ん

 

す

く

 

う

れ

 

 飯
島
 美
智
子

（
小
茂
田
）

や
わ
ら
か
な
 日
 ざ
し
そ
そ
ぎ
し
 春
 め
い
て

ひ
 

は
る

　
 温
 も
り
 感
 じ
 木
 の
 芽
 ふ
く
ら
む

ぬ
く
 

か
ん
 

き
 

め

 

 福
島
 惠
美
子

（
駒
衣
）

 漸
 く
に
 水
 や
り
 終
 え
し
 苗
木
 に
は

し
ば
ら
 

み
ず
 

お
 

な
え
ぎ

　
 小
 さ
き
 赤
芽
  出
始
 め
て
う
れ
し

ち
い
 

あ
か
め
 

で
は
じ

 

 堀
内
 　
英
子

（
甘
粕
）

コ
ト
コ
ト
と
 甘
 い
 香
 り
が
 広
 が
り
ぬ

あ
ま
 

か
お
 

ひ
ろ

　
い
ち
ご
と
 砂
糖
 の
 絶
品
 の
ジ
ャ
ム

さ
と
う
 

ぜ
っ
ぴ
ん

 

 原
田
 　
淳
子

（
下
児
玉
）

 被
災
地
 の
 復
興
 の
 壁
 に
 土
地
登
記
 

ひ
さ
い
ち
 

ふ
っ
こ
う
 

か
べ
 

と
ち
と
う
き

　
さ
れ
ず
に
 残
 る
 持
 ち
 主
不
明
 

の
こ
 

も
 

ぬ
し
ふ
め
い

 

有
 馬
    

　
康
博

（
中
里
）

 我
 が
 家
 に
も
 姿
見
 え
ね
ど
 春
 の
 声
 

わ
 

や
 

す
が
た
み
 

は
る
 

こ
え

　
 仲
間
 と
さ
え
ず
る
ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
ケ
キ
ョ

な
か
ま

 

有
 馬
    

　
千
代

（
中
里
）

 山
里
 は
 桃
 の
 花
  咲
 き
 賑
 わ
い
て
 

や

ま

さ

と

 

も

も

 

は

な

 さ
 

に

ぎ

 大
沢
 　
公
子

（
広
木
）

区長代理氏名区長氏名行政区名

田 島 弘 行根 岸 恵 作根　木

藤 野 博
遠 藤 正 美関

荻 野 茂

清 水 康 雄
鈴 木 和 夫南阿那志

平 野 鉄 次

井 古 田 俊 明櫻 沢 恭 治北阿那志

田 中 格 一
中 嶋 敬 子小茂田

田 熊 邦 彦

山 本 政 廣下 山 隆 司下児玉

上 山  隆中 嶋 眞 一北十条

石 川 高 一石 井 芳 夫南十条

逸 見　 茂
石 井 敏 郎沼　上

小 暮 健 一

中 兼 俊 徳
鈴 木　 茂広　木

大 沢 利 夫

清 水 充
茂 木 清 一駒　衣

関 根 晃

小 暮 義 昭深 沢 幹 男木　部

片 山 利 幸田　端　真一郎古　郡

上 松 和 彦
杉 田 巳 憲甘　粕

野 口 正 美

島 崎 禮 裕堀 口 重 雄中　里

鈴 木 延 夫中 澤 髙 司湯　栃

新 井 孝 司木　田　耕太郎野　中

久 保 田 中新 井 好 夫小　栗

岩 崎 芳 郎寺 尾 英 一猪　俣

塩 原 秀 夫塩 原 重 信湯　本

小 野 澤 惇 二新 井 達 雄大　仏

上 田  宏金 井 孝 雄白　石

相 馬　 薫相 馬 正 明円良田

　
町
民
の
み
な
さ
ん
と
行
政
の
パ
イ
プ
役
と
し
て

ご
尽
力
い
た
だ
く
、
平
成
　
年
度
各
行
政
区
の
区

29

長
・
区
長
代
理
さ
ん
が
決
ま
り
、
４
月
　
日
に
開

24

か
れ
た
区
長
会
の
初
会
議
の
席
で
、
町
長
か
ら
委

嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
し
い
区
長
・
区
長
代
理
さ
ん
と
区
長
会
の
会

長
・
副
会
長
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。
１
年
間

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平
成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度

平
成
　
年
度
のののののののののののののののののののののの

22222222222222222222299999999999999999999929

区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区
長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長
さささささささささささささささささささささ
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん

長
さ
ん
をををををををををををををををををををををを
紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹
介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介
ししししししししししししししししししししし
ままままままままままままままままままままま

紹
介
し
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

遠　藤　正　美

（　関　）
会　長

新 井 好 夫

（小　栗）

茂 木 清 一

（駒　衣）
副会長

問
合
せ
＝
総
務
税
務
課
　
総
務
係
　
緯
　
‐
１
１
１
５
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よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

13平成29年５月

　
働
い
た
経
験
が
な
く
不
安
な
か
た
、

生
活
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
か
た
、
失

業
し
て
い
る
か
た
な
ど
、
ひ
と
り
で
悩

ま
ず
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。　

　
埼
玉
県
か
ら
委
託
を
受
け
た
専
門
の

相
談
員
が
一
緒
に
課
題
を
整
理
し
、
相

談
内
容
に
応
じ
た
問
題
の
解
決
に
向
け

た
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　
相
談
料
は
無
料
で
す
。
ど
う
ぞ
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
対
象
】
町
内
に
在
住
し
て
い
る
か
た

※
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
る
か
た

は
、
こ
の
制
度
の
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。

【
相
談
日
】
５
月
　
日
俄

15

【
相
談
時
間
】
午
後
１
時
　
分
～
３
時

30

　
分
30

【
場
所
】
美
里
町
保
健
セ
ン
タ
ー

【
問
合
せ
】　
ア
ス
ポ
ー
ト
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
埼
玉
北
部
（
埼
玉
県
社
会

福
祉
協
議
会
）　
緯
０
４
８
‐
５
７
７

‐
６
８
８
３

就労に不安を抱えている…　生活に不安を抱えている…

　　出張相談を実施します。まずはご相談を！

生活
に困
って
いる

収入より借金が多くある

ずっと働いていないので、
就職が不安

子
供
に
勉
強
さ
せ
た
い

☎

◎歩いて買い物 ◎家事をしっかり ◎近くは自転車 ◎階段の利用 ◎ミムリン体操
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み
な
さ
ん
の
ご
自
宅
に
は
住
宅
用
火
災
警
報

器
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

　
児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部
管
内
で
は
、
平
成

　
年
６
月
１
日
か
ら
全
住
戸
に
対
し
住
宅
用

20火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し

た
。
　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
率
は
全
国
平

均
　
・
2
％
、埼
玉
県
平
均
　
・
2
％
、児
玉
郡

81

71

市
　
・
0
％
と
埼
玉
県
で
最
も
低
い
状
況
と
な
っ

47
て
い
ま
す
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
も
し
も
の
時
に
み

な
さ
ん
の
命
や
財
産
を
守
る
有
効
な
機
器
で

す
。未
設
置
の
か
た
は
早
期
に
設
置
を
、
既
に
設

置
さ
れ
て
い
る
か
た
は
定
期
的
な
点
検
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
な
お
、
消
防
本
部
で
は
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
状
況
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
調
査
を
実

施
し
ま
す
。

■
日
　
時

　
５
月
　
日
捷
～
　
日
晶

15

26

　
午
前
　
時
～
午
後
５
時

10

■
調
査
方
法

　
総
務
省
消
防
庁
か
ら
示
さ
れ
た
調
査
方

法
（
無
作
為
抽
出
）
に
よ
り
、
消
防
職
員
が
直
接

訪
問
し
て
質
問
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
玄
関
先
や

イ
ン
タ
ー
ホ
ン
越
し
で
の
調
査
を
行
い
ま
す
の

で
、住
宅
内
へ
入
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
調
査
内
容

①
住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
の
有
無

②
設
置
無
の
場
合
、設
置
を
し
て
い
な
い
理
由

③
設
置
有
の
場
合
、設
置
さ
れ
て
い
る
場
所

④
設
置
有
り
の
場
合
、点
検
の
状
況

⑤
上
記
４
点
に
関
す
る
質
問
を
必
要
に
よ
り

数
点

■
そ
の
他

　
回
答
者
の
任
意
協
力
に
よ
る
調
査
に
な
り
ま

す
の
で
、
ご
回
答
い
た
だ
け
な
い
場
合
は
、
お
断

り
い
た
だ
い
て
結
構
で
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
児
玉
郡
市
広
域
消
防
本

部
予
防
課（
緯
　
‐
8
3
9
2
）
ま
た
は
お
近

24

く
の
消
防
署
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　『
計
量
法
』
に
よ
り
、
取
引
や
証
明
に

使
用
す
る
「
計
量
器
（
は
か
り
）」
は
、
定

期
検
査
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ひ
ょ
う
量
が
　
㎏
以
下
の
機
械
式
は

250

か
り
に
つ
い
て
は
埼
玉
県
計
量
検
定
所

が
次
の
と
お
り
集
合
検
査
を
実
施
し
ま

す
。
該
当
す
る
は
か
り
を
使
用
し
て
い

る
か
た
は
必
ず
こ
の
検
査
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

　
前
回
（
平
成
　
年
度
）
に
受
検
さ
れ

27

た
か
た
に
は
、
事
前
に
通
知
を
送
付
し

ま
す
。

■
日
時

　
６
月
　
日
我
　
午
前
　
時
～
正
午
、

14

10

午
後
1
時
～
3
時

■
場
所

　
美
里
町
役
場
東
側
駐
車
場

■
対
象

①
商
店
・
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
商
品
の

売
買
に
使
用
す
る
は
か
り

②
工
場
、
事
業
所
等
が
原
材
料
購
入
、

製
品
の
販
売
出
荷
に
使
用
す
る
は

か
り

③
宅
配
便
等
の
運
送
業
者
が
貨
物
の

運
賃
算
定
の
た
め
に
使
用
す
る
は

か
り

④
観
光
農
園
や
農
産
物
直
売
所
で
料

金
算
定
や
量
目
表
記
の
た
め
に
使

用
す
る
は
か
り

⑤
学
校
、
病
院
、
保
育
所
な
ど
で
健

康
診
断
に
使
用
す
る
は
か
り
な
ど

■
手
数
料

ひ
ょ
う
量

　
　
㎏
以
下
　
　
円

100

600

　
　
㎏
以
下
　
1
、0
0
0
円

250
棒
は
か
り
と
懸
垂
指
示
は
か
り

　
　
円
300

※
な
お
、
分
銅
・
お
も
り
付
の
は
か
り

は
、
右
記
手
数
料
の
ほ
か
１
個
に
つ

き
　
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

10

■
そ
の
他

　
電
気
（
デ
ジ
タ
ル
）
式
は
か
り
と
ひ
ょ

う
量
　
　
を
超
え

250
kg

る
機
械
式
は
か
り

は
、
県
が
委
託
し

て
い
る
指
定
定
期

検
査
機
関
が
別
途

検
査
し
ま
す
。

計
量
器
（
は
か
り
）
定
期
検
査
に
つ
い
て

計
量
器
（
は
か
り
）
定
期
検
査
に
つ
い
て
のの

お
知
ら

お
知
ら
せせ

問
合
せ
＝

○
埼
玉
県
計
量
検
定
所

　
緯
0
4
8
‐
6
5
2
‐
2
1
7
1

○
役
場
農
林
商
工
課

　
緯
　
‐
5
1
3
3

76

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
状
況
等
調
査
に
つ
い
て

【廃止】

　㈲ヤナセ農機　緯76-2117

　　美里町大字猪俣2241

　㈱ヒマワリ建設　緯0494-66-3061

　　長瀞町大字長瀞851-11

問合せ＝建設水道課上下水道係

　　　　緯76-1118

美里町指定給水装置

工事事業者について

15平成29年５月

退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　
こ
の
た
び
、
３
月
　
日
を
も
ち
ま
し
て
、
７
年

31

に
わ
た
る
副
町
長
の
職
を
辞
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
職
員
時
代
を
含
め
ま
す
と
、
通
算
　
年
と

41

な
り
ま
す
。

　
こ
の
間
、
皆
様
方
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
特
に
、
こ
の
７
年
間
に
は
忘
れ
ら
れ
な
い
出
来

事
が
あ
り
ま
し
た
。
３
・
　
に
よ
る
小
栗
か
ら
大

11

仏
に
か
け
た
住
宅
被
害
や
計
画
停
電
。
そ
し
て
翌

年
の
２
月
に
は
記
録
的
な
大
雪
に
よ
る
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
や
車
庫
の
倒
壊
。
さ
ら
に
９
月
の
茨
城
南

部
地
震
で
根
木
か
ら
関
に
か
け
て
住
宅
被
害
が
発

生
す
る
な
ど
、
連
続
し
て
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
こ

と
で
す
。

　
そ
の
た
び
に
議
会
を
始
め
多
く
の
皆
様
か
ら
ご

理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
、
迅
速
な
対
応
が
で
き
ま

し
た
こ
と
は
、
誠
に
あ
り
が
た
く
深
謝
の
か
ぎ
り

で
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
一
町
民
と
し
て
明
る
い
町
づ
く
り

の
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
皆
様
方
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上

げ
、
お
礼
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
４
月
１
日
付
で
、
役
場
職
員
の
人
事
異

動
等
が
あ
り
ま
し
た
。
副
課
長
級
以
上
の

職
員
、
新
採
用
職
員
、
派
遣
職
員
、
退
職

者
を
掲
載
し
ま
す
。

　【
　
】内
は
旧
所
属
課
等

 課
長
級
 

▽
総
務
税
務
課
長
（
兼
）
会
計
管
理
者

（
兼
）総
務
係
長（
兼
）会
計
係
長
　
長
谷

川
仁
治
【
総
務
税
務
課
副
課
長（
兼
）総

務
係
長
】
▽
住
民
福
祉
健
康
課
長（
兼
）住

民
福
祉
係
長（
兼
）包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

係
長
　
木
村
利
雄
【
総
合
政
策
課
副
課

長（
兼
）ま
ち
創
生
係
長
】
▽
教
育
委
員
会

事
務
局
長
　
丸
山
陽
一
【
教
育
委
員
会

事
務
局
長（
兼
）公
民
館
・
図
書
館
館

長（
兼
）社
会
教
育
係
長（
兼
）公
民
館
図

書
館
係
長
】

 副
課
長
級
 

▽
総
合
政
策
課
副
課
長（
兼
）秘
書
広
報

職
員
係
長
　
数
馬
　
茂
【
総
合
政
策
課

主
査
】
▽
総
合
政
策
課
副
課
長（
兼
）ま
ち

創
生
係
長
　
坂
井
智
也
【
総
合
政
策
課

主
査
】
▽
住
民
福
祉
健
康
課
付
社
会
福
祉

協
議
会
へ
派
遣
　
中
沢
　
仁
【
住
民
福

祉
健
康
課
副
課
長（
兼
）包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
係
長
】
▽
建
設
水
道
課
副
課
長（
兼
）

建
設
環
境
係
長
　
安
齋
哲
明
【
建
設
水

道
課
主
査
】
▽
教
育
委
員
会
事
務
局
指
導

主
事（
兼
）学
校
教
育
係
長
　
門
倉
正
人

【
教
育
委
員
会
事
務
局
指
導
主
事
】
▽
教

育
委
員
会
事
務
局
主
幹（
兼
）社
会
教
育

係
長
　
丸
山
　
保
【
教
育
委
員
会
事
務

局
主
幹（
兼
）学
校
教
育
係
長
】
▽
教
育
委

員
会
事
務
局
主
幹（
兼
）公
民
館
・
図
書
館

館
長（
兼
）公
民
館
図
書
館
係
長
　
下
山

喜

美

子
【
住

民

福

祉

健

康

課

副

課

長（
兼
）住
民
福
祉
係
長
】

 新
採
用
 

▽
総
務
税
務
課
　
逸
見
繁
雅
▽
住
民
福

祉
健
康
課
　
鈴
木
由
宇
▽
　
同
　
藤
川

絵
里
▽
農
林
商
工
課
　
岩
﨑
　
輝

 埼
玉
県
か
ら
派
遣
 

▽
農
林
商
工
課
長（
併
）農
業
委
員
会
事

務
局
長
　
篠
原
正
明
▽
建
設
水
道
課
長

　
桑
原
義
範
▽
 教
育
委
員
会
事
務
局
主

席
指
導
主
事
　
江
森
貴
文

 退
職
者
（
３
月
　
日
付
） 
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▽
清
水
康
雄
【
総
務
税
務
課
長（
兼
）会

計
管
理
者
】
▽
田
島
高
行
【
住
民
福
祉
健

康
課
長
】
▽
中
島
　
勝
【
住
民
福
祉
健
康

課
付
社
会
福
祉
協
議
会
（
事
務
局
長
）】

▽
金
子
節
子【
総
務
税
務
課
副
課
長（
兼
）

会
計
係
長
】
▽
中
兼
洋
治
【
教
育
委
員
会

事
務
局
主
査
】
▽
山
岸
ひ
か
る
【
総
務
税

務
課
主
事
】

 埼
玉
県
へ
帰
任
（
３
月
　
日
付
） 
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▽
田
嶋
貴
公
【
参
事（
兼
）農
林
商
工
課

長（
併
）農
業
委
員
会
事
務
局
長
】
▽
原
島

聡
志
【
建
設
水
道
課
長（
兼
）建
設
環
境

係
長
】
▽
茂
木
智
孝
【
教
育
委
員
会
事
務

局
主
席
指
導
主
事
】

役
場
職
員
人
事
異
動

　
副副副副副副副副副副副副副副副副副副副副副
町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町
長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長

就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就
任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
退退退退退退退退退退退退退退退退退退退退退
任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任
ののののののののののののののののののののの
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
あああああああああああああああああああああ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
さささささささささささささささささささささ

副
町
長
　
就
任
・
退
任
の
ご
あ
い
さ
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
　

煙 煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　
こ
の
た
び
、
４
月
１
日
付
け
を
も
ち
ま
し
て
美
里

町
副
町
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
髙
沢
賢
一
で
す
。

　
本
町
で
は
現
在
、
重
要
施
策
の
一
つ
で
あ
る
寄

居
Ｐ
Ａ
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
設
置
や
産

業
団
地
の
整
備
・
企
業
誘
致
な
ど
地
域
活
性
化
の

た
め
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
重
要
な
時
期
に
副
町
長
と
し
て
ま
ち
づ

く
り
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、

身
に
余
る
光
栄
で
あ
る
と
同
時
に
、
重
責
を
担
う

こ
と
に
対
し
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　
本
町
の
こ
れ
か
ら
を
つ
く
る
基
本
理
念
は
「
心

身
と
も
に
美
し
く
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
で
す
。

美
し
い
自
然
環
境
を
守
り
な
が
ら
、
新
し
い
仕
事
を

生
み
出
し
、
地
域
社
会
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
一
人
ひ
と
り
が
本
町
で
の
暮
ら
し
を
幸
せ
に

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
も
と
よ
り
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
原
田
町

長
を
補
佐
し
、
町
政
発
展
の
た
め
誠
心
誠
意
取
り

組
ん
で
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
町
民
の

皆
様
の
ご
指
導
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

副
町
長髙

沢

賢

一

前
副
町
長

田

島

省

二
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【一般書】

●鬼神の如く　黒田叛臣伝 葉室　麟/著

●クラウドガール 金原ひとみ/著

●夕方５時からお酒とごはん

 伊藤まさこ/著

●ネット依存症から子どもを救う本

 樋口　進/監修

【児童書】

●せかいのひとびと

 ピーター・スピアー/絵・文、松川真弓/訳

●それってほんとう？

 松岡享子/文・長　新太/絵

●うめぼしさん

 かんざわとしこ/文・ましませつこ/絵

●ひとりではじめたアフリカボランティア 

 栗山さやか/著

新しい本を紹介します。ぜひご来館ください。

＝ https://www.lib100.nexs-service.jp/
                             misato/webopac/index.do

図書利用カード登録

【受付時間】火～金：午前10時～午後５時30分

　　　　　　土日祝日：午前10時～午後４時30分

【登録に必要なもの】

・本人確認書類（免許証、保険証など）

　…氏名・生年月日・住所確認のため。

・個人利用申込書（カウンターに設置）

　ご来館の際、カウンターに本人確認書類を提示して

ください。

　職員が登録情報を確認し、カードを交付します。

　作業にはお時間をいただく場合がありますので、ご了

承ください。

ネット予約ができます！
　貸出中の本・視聴覚資料の予約が、ご自宅の

パソコン（スマートフォン）からできます。

　インターネット予約にはパスワードが必要と

なりますので、利用を希望されるかたは、図書

館に来館のうえ、お申し込みください。

　
貯
筋
を
す
る
体
操
で
心
も
体
も
元
気

に
な
り
ま
し
ょ
う
。

◎
期
日
　
６
月
２
日
画
・
９
日
画
・
　16

日
画

◎
時
間
　
午
後
１
時
　
分
～
３
時

30

◎
場
所
　
中
央
公
民
館
　
大
ホ
ー
ル

◎
参
加
費
　
無
料

◎
募
集
人
数
　
　
名
15

◎
持
ち
物
　
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
、
フ
ェ
イ
ス

タ
オ
ル
２
枚
、
飲
み
物
、
動
き
や
す

い
服
装

◎
講
師
　
井
上
順
子
氏

◎
申
込
受
付
　
５
月
　
日
峨
午
前
９
時

16

か
ら
電
話
受
付

　
美
文
字
の
コ
ツ
を
つ
か
み
な
が
ら
名

前
な
ど
「
の
し
袋
」「
一
筆
箋
」
な
ど
生

活
や
ビ
ジ
ネ
ス
に
役
立
つ
文
字
を
、
お

し
ゃ
れ
に
書
く
練
習
を
し
ま
せ
ん
か
。

◎
期
日
　
１
回
目
　
５
月
　
日
臥
 

27

　
　
　
　
２
回
目
　
６
月
３
日
臥
 

　
　
　
　
３
回
目
　
６
月
　
日
臥

10

◎
時
間
　
午
前
　
時
　
分
～
正
午
 

10

30

◎
場
所
　
中
央
公
民
館
　
第
一
会
議
室

◎
参
加
費
　
　
円
300

◎
募
集
人
数
　
　
名
15

◎
持
ち
物
　
筆
ペ
ン
・
ボ
ー
ル
ペ
ン
・

万
年
筆
な
ど

◎
講
師
　
書
道
研
究
　
聖
筆
会
　
理
事

　
櫻
井
久
香
氏

◎
申
込
受
付
　
５
月
　
日
牙
午
前
９
時

11

か
ら
電
話
受
付

体
を
つ
く
る
体
操
教
室

美

文

字

教

室

　
町
長
室
な
ど
に

あ
る
絵
画
（
古
川

弘
画
伯
、
関
口
雄

揮
画
伯
な
ど
の
作

品
）
の
一
部
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

期
間
＝
6
月
　
日
蚊
ま
で

18

　（
※
月
曜
日
を
除
く
）

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

会
場
＝
美
里
町
遺
跡
の
森
館

　
2
階
　
特
別
展
示
室

問
合
せ
＝
教
育
委
員
会
事
務
局

　
社
会
教
育
係
　
緯
　
‐
0
2
0
4

76

　（
美
里
町
遺
跡
の
森
館
内
）

美
里
町
寄
贈
絵
画
展

開

催

中

！

17平成29年５月

40周年を迎えました。広木屋台囃子保存会 ３月５日、広木屋台囃子保存会が40周年を迎え、祝

賀会が行われました。

広木屋台囃子保存会は、広木の八坂祭典で演奏する

お囃子を次世代に継承するための活動をしています。

祝賀会では、改修された屋台が夏祭りで曳き廻され

たときの映像が流され、会員たちによるお囃子が実演

されました。

会員は「諸先輩方の意志を受け継ぎ、地域や住民と

の関わりを大切にしながら活動を継続していきたい」

と話していました。

２月26日、広木地区の子供やその家族たち総勢38名が群

馬県『たんばらスキーパーク』に行って来ました。

この行事は、少子化のなかで広木屋台囃子の後継者を育

成するためのきっかけづくりとすることや地域住民の親

睦・交流を図ることを目的として、大字広木の協力を得て

屋台囃子保存会が主体となって毎年実施しているもので

す。

参加者は、雪遊びなど普段の生活ではできない遊びに夢

中になっていました。

夢中で遊びました。

第14回広木雪あそびツアー　広木地区

２月10日、行

田市教育文化

センターで、

「第17回交通

安全教育技能

コンクール第

三方面大会」が

開催されまし

た。

埼玉県北部地域警察署管内の全10チームの

うち、児玉チームとして参加したみさと保育

園が準優勝となりました。

みさと保育園は、児玉警察署からの推薦を

受け、児玉チームとして交通安全啓発のため

の劇を演じました。代表のみさと保育園園長

　中兼三代子さんと劇を演じた園児に、準優

勝の表彰状と、児玉警察署からの感謝状が授

与されました。

みさと保育園が準優勝！　第17回交通

安全教育技能コンクール第三方面大会

さあ今こそ！ 元気なあいさつで 明るい社会をつくろうよさあ今こそ！ 元気なあいさつで 明るい社会をつくろうよ

人とのつながりも、子どもの教育も、地域の安全も、全てはあいさつからはじまるよ。人とのつながりも、子どもの教育も、地域の安全も、全てはあいさつからはじまるよ。

主唱：美里町・美里町教育委員会・区長会

町では５月と９月はあいさつ・ありがとう重点推進月間として、あいさつ・ありがとう運動を推進します。

「ありがとう！」は魔法の言葉「ありがとう！」は魔法の言葉「ありがとう！」は魔法の言葉
お母さんに、お父さんに、家族に、お友だちに、みんなに…ありがとう！ 
「ありがとう運動」は家庭、学校、地域、大人とこどもの心をつなぐ運動です。「ありがとう運動」は家庭、学校、地域、大人とこどもの心をつなぐ運動です。

問合せ＝住民福祉健康課 　住民福祉係☎76－5132

地域で！ 学校で！　職場で！

美里町マスコット
ミムリン
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広報みさと５月号　№550

　
工
業
統
計
調
査
は
、
我
が
国
の
工
業

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
統
計
法
に
基
づ
く
報
告
義
務
が

あ
る
重
要
な
統
計
で
す
。

　
調
査
結
果
は
、
中
小
企
業
施
策
や
地

域
振
興
な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
活

用
さ
れ
ま
す
。

　
調
査
時
点
は
平
成
　
年
６
月
１
日
で

29

す
。
調
査
票
へ
の
ご
回
答
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
合
せ
＝
農
林
商
工
課
　
産
業
振
興
係

　
緯
　
‐
５
１
３
３

76

　
趣
味
を
生
か
し
て
プ
チ
起
業
し
た
い

か
た
や
自
宅
で
ス
モ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を

始
め
た
い
か
た
、
創
業
し
た
て
の
か
た

な
ど
に
最
適
な
講
座
で
す
。

日
時
＝
６
月
　
日
臥
～
８
月
５
日
臥
の

24

各
土
曜
日
（
休
み
あ
り
）　
全
５
回
　

午
前
　
時
～
午
後
５
時

10

場
所
＝
早
稲
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

内
容
＝
創
業
に
必
要
な
経
営
、
財
務
、

人
材
育
成
、
販
路
開
拓
な
ど
の
知
識

や
資
金
調
達
方
法
を
学
ぶ
と
共
に
、

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
作
成

対
象
＝
こ
れ
か
ら
創
業
を
お
考
え
の
か

た
や
創
業
５
年
未
満
の
か
た

定
員
＝
　
人
20

費
用
＝
８
、０
０
０
円
（
税
込
、
テ
キ
ス

ト
代
含
む
、
全
５
回
分
）

申
込
み
期
限
・
方
法
＝
６
月
　
日
俄
ま

19

で
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル

※
受
講
申
込
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

　h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
h
o
w
a
r
p
.
o
r
.
j
p
/

問
合
せ
＝
（
公
財
）
本
庄
早
稲
田
国
際

リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク

　
緯
　
‐
７
４
５
５

24

　
胃
　
‐
７
４
６
５

24
死s

o
g
y
o
@
h
o
w
a
r
p
.
o
r
.
j
p

　
完
全
予
約
制
で
、
ご
依
頼
者
に
対
す

る
事
前
面
接
を
実
施
し
ま
す
。

日
時
＝
原
則
毎
月
第
２
月
曜
日

　
午
後
１
時
　
分
～
４
時
　
分

30

30

場
所
＝
本
庄
保
健
所
　
２
階
相
談
室

定
員
＝
１
日
３
名
（
１
人
１
時
間
ほ
ど
）

対
応
者
＝
臨
床
心
理
士

問
合
せ
＝
本
庄
保
健
所
　
保
健
予
防
推

進
担
当
　
緯
　
‐
６
４
８
１

22

日
時
＝
６
月
９
日
画

　
午
前
９
時
　
分
～
午
後
０
時
　
分

30

20

内
容
＝
学
校
概
要
説
明
、
各
学
部
等
説

明
、
授
業
参
観

対
象
者
＝
本
校
へ
の
就
学
（
転
学
）
を

お
考
え
の
か
た
、
本
校
の
教
育
に
関

心
を
お
持
ち
の
か
た

申
込
み
期
限
・
方
法
＝
５
月
　
日
画
ま

26

で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

問
合
せ
＝
県
立
熊
谷
特
別
支
援
学
校

　
緯
０
４
８
‐
５
３
２
‐
３
６
８
９

　
胃
０
４
８
‐
５
３
０
‐
１
０
８
９

　
肝
臓
病
は
「
沈
黙
の
臓
器
」
と
言
わ

れ
、
自
覚
症
状
が
な
か
な
か
現
れ
ず
に

肝
硬
変
や
肝
癌
と
な
る
こ
と
が
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
①
肝
機
能
検
査
結
果
の
読

み
方
、
②
肝
臓
が
悪
い
時
の
日
常
生
活

で
の
注
意
点
、
③
食
生
活
の
欧
米
化
に

伴
う
脂
肪
肝
の
怖
さ
、
ま
た
Ｃ
型
と
Ｂ

型
肝
炎
の
最
新
の
治
療
法
等
を
紹
介
し

ま
す
。

日
時
＝
６
月
　
日
臥

10

　
午
後
２
時
～
４
時
　
分
30

　
受
付
　
午
後
１
時
　
分
40

場
所
＝
早
稲
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

講
師
＝
堀
口
昇
男
氏

　（
群
馬
大
学
医
学
部
付
属
病
院
　
消

化
器
・
肝
臓
内
科
／
肝
疾
患
セ
ン

 本
庄
早
稲
田
国
際
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
 

本

庄

早

稲

田

塾

～
ゼ
ロ
か
ら
始
め
る
創
業
ス
ク
ー
ル
～

 熊
谷
特
別
支
援
学
校
　
　
　
　
　
   

就

学

に

向

け

た

学
校
公
開
の
お
知
ら
せ

 本
庄
保
健
所
　
　
　
　
　
　
　
　
   

ひ
き
こ
も
り
専
門
相
談

 本
庄
早
稲
田
国
際
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
 

『
地
域
の
医
療
と
健
康

を
考
え
る
会
』
を
開
催

 お
知
ら
せ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
   

平
成
　

年
工
業
統
計

29

調
査
を
実
施
し
ま
す

19平成29年５月

タ
ー
助
教
）

演
題
＝
肝
臓
病
に
つ
い
て

　
―
　

沈
黙
の
臓
器
　
肝
臓
　

―

定
員
＝
　
人
程
度
（
事
前
申
込
者
優
先
）

100

費
用
＝
無
料

申
込
み
期
限
・
方
法
＝
６
月
６
日
峨

　
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

問
合
せ
＝
（
公
財
）
本
庄
早
稲
田
国
際

リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク

　
緯
　
‐
７
４
５
５

24

　
胃
　
‐
７
４
６
５

24

○病院等の問い合わせ（24時間）

　救急車を呼ばなくても病院へ行くことができる

場合、診療可能な病院を案内します。　緯24-1119

　休日の初歩的な急患診療は、本庄市保健センター内の休

日急患診療所で行っています。

　　緯23-3322　　診療科：内科系疾患
受付時間 午前９時～午後４時（正午～午後１時除く）

 午後７時～10時

 ○休日急患診療所(本庄市保健センター内)

　『大人の救急電話相談』は大人を対象とした

救急電話相談です。

　夜間の急な病気やけがに関して、看護師の相談員が電話

で医療機関を受診すべきかどうかをアドバイスします。判

断に迷ったときはお気軽にお電話ください。

　　緯＃7000（携帯電話もＯＫ）または
　　緯048-824-4199（ＩＰ電話などの場合）
受付時間 月～土曜日 午後６時30分～10時30分 

 日曜、祝日、年末年始 午前９時～午後10時30分 

 ○大人を対象とする救急電話相談

　休日・夜間にお子さんの具合が悪くなったときには、「小

児救急電話相談」をご利用ください。

　小児科経験のある看護師が、病気への処置方法や救急病

院へ行くべきか、などの相談にのってくれます。

　　緯＃8000（携帯電話もＯＫ）または
　　緯048-833-7911（ＩＰ電話などの場合）
受付時間 月～土曜日 午後７時～翌朝７時 

 日曜、祝日、年末年始 午前７時～翌朝７時 

 ○小児救急電話相談

194お手軽クッキングお手軽クッキングお手軽クッキングお手軽クッキングお手軽クッキングお手軽クッキングお手軽クッキング

協力：美里町食生活改善

　　　推進員連絡協議会

減塩手巻きずし

１人当たり

塩分エネルギー

1.7g403kcal

～減塩レシピ～

※食改会員さん募集中！　詳しくは、　保健センター(緯76-2855)　まで。

○在宅当番医療機関  ※診療は午前中のみです
休日の急患診療は、郡市内医療機関が輪番で行っています。

電話番号医療機関名月　日

緯22-8733あたご 山 ク リ ニ ッ ク５月14日掌

緯34-0551黒岩整形外科医院５月21日掌

緯23-3371小 林 ク リ ニ ッ ク５月28日掌

(４人分)材　料 作り方

米  ……………………………２合

甘酢しょうが  ……………100ｇ

青しそ  ………………………10枚

いりごま  ………………大さじ４

　ゆでエビ  …………………４尾

　きゅうり  …………………１本

　甘塩鮭  ……………………１切

　しらす干し  ………………60ｇ

焼のり  ………………………４枚

①米は普通に炊く。

②甘酢しょうがはみじん切り、青し

そは千切りにし、ごまとともに炊

き上がったご飯に混ぜ、寿司飯を

作る。

③エビは殻をむき、甘塩鮭は焼いて

身をほぐす。

④きゅうりは長さを３等分に切り、

縦に４つ割にする。

⑤焼のり（1/2枚）に寿司飯をのせ、エ

ビときゅうりを具にして巻く。同

様に、鮭、しらす干しの具も巻く。

この欄に掲載を希望されないかたは届出時に窓口または総合政策課へお申し出ください。

戸籍の窓口（敬称略）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

お誕生おめでとう

行政区（世帯主）名　前

北阿那志（　隆　） 古  沢 　 笑  生 
ふる さわ しょう き

小茂田（孝　仁） 清  水 　 萌  生 
し みず め い

小茂田（賢　二） 塚  原 　 大  翔 
つか はら ひろ と

小茂田（幸　子） 中  村 　 祐  貴 
なか むら ゆう き

甘　粕（公　浩） 山  下 　 櫂 
やま した かい

野　中（八十子） 鈴  木 　 咲  那 
すず き えみ な

湯　本（浩　二） 福  島 　 絢  人 
ふく しま けん と

大　仏（政　信） 石  井 ひなた
いし い

３月届出分

お悔やみ申し上げます
３月16日～４月15日届出分

期 限限 内 にに

納 めめ ま ょしし うう

５/31(水) 固定資産税（第１期）

　　　　　　軽自動車税

（－１人）11,311人人口
（＋10人）5,683人男
（－11人）5,628人女
（＋16戸)4,199戸世帯

（４月１日現在　外国籍のかたも含みます）

(　)内は前月比です

行政区（世帯主）名　前

　関　（　‐　）井古田重次

木　部（直　子）岩田　定夫

木　部（寿　光）西尾　壽也

沼　上（涼　平）小暮　京子

沼　上（正　行）塚田　欣作

円良田（光　司）野澤　若枝
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（－18人）11,301人人口
（－９人）5,661人男
（－９人）5,640人女
（－３戸)4,177戸世帯

（２月１日現在　外国籍のかたも含みます）

(　)内は前月比です

この欄に掲載を希望されないかたは届出時に窓口または総合政策課へお申し出ください。

戸籍の窓口（敬称略）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

お悔やみ申し上げますお誕生おめでとう

行政区（世帯主）名　前

関（　祥　） 岩  田 　 優 
いわ た ゆう

小茂田（純　規） 鹿  嶋  結  彩  人 
か しま ゆ あ と

駒　衣（　敦　） 岩  間 　 弦  汰 
いわ ま げん た

駒　衣（一　輝） 近  藤  梨  桜  奈 
こん どう り お な

駒　衣（政　江） 那  賀 　 音  羽 
な か おと は

甘　粕（真　也） 岩  丸 　 柑  菜 
いわ まる かん な

湯　本（尚　人） 出  井 　 紬稀 
いで い つむぎ

１月届出分 １月16日～２月15日届出分

行政区（世帯主）名　前

関（もと子）高橋　實夫

小茂田（　‐　）下橋芳之助

下児玉（陽　子）木村　辰男

甘　粕（賢　一）小野

３月４日　土曜日　

　今日は、羽生市イメージキャラクターのムジナもんの誕生日

会に行ったよ。

　お友だちもいっぱい来てて、いっぱい写真とっちゃった♪

　ただ肝心のムジナもんとツーショットとれなかった(T_T)残念。

　でもとっても楽しかったよ。　ものより思い出だね。

３月30日　木曜日　

　蓮生堂（れんしょうどう）の熊谷桜が咲きはじめたみたいだ

からみにいってみたよ。

　蓮生堂は、平家物語で有名な「熊谷次郎直実公」の遺骨が

埋葬されていると伝わる小堂なんだ！

　近くにしだれ桜があってとってもきれいだったよ。

４月10日　月曜日　

　今日は、小学校の入学式に行ったよ。

　入学式ってみんな緊張してるから、ミムリンも緊張し

ちゃった。

　ピカピカの一年生はみんなピシッとして

いてかっこよかったな～。

　ミムリンも一年生に負けないようにピ

シッとがんばるぞ！

　７月に満１歳の誕生日を迎えるお子さんの受け付けを

しています。５月31日（水）までに総合政策課へ緯連絡を！

満１歳満１歳
はじめての誕生日

　　　
　おめでとうございます

 内  田 　 彩  菜  ちゃん （下児玉）
うち だ り な

〈平成28年５月18日生〉
お父さん＝貴さん　お母さん＝博美さん

りなちゃん嗣１歳のお誕生日お
めでとう使いつもニコニコ笑顔で
元気をもらってるよ♪大好きなお

姉ちゃんと仲良く元気に育ってね

 白  石 　 康  泰  くん （下児玉）
しら いし やす ひろ

〈平成28年５月６日生〉
お父さん＝康星さん　お母さん＝綾乃さん

１歳のお誕生日おめでとう♪毎

日元気いっぱいニコニコ笑顔の

やっちゃん!!これからも康泰の笑

い声で家族みんなを癒してね嗣

 江  原 　 歩  夢  くん （関）
え はら あゆ む

〈平成28年５月11日生〉
お父さん＝美彦さん　お母さん＝美恵子さん

１歳のお誕生日おめでとう い

つもワンパクな歩夢くん(笑)でも

いつもカワイイ笑顔ありがとう嗣
これからも元気に成長してね!! 

 久  保 　 葉  菜  乃  ちゃん （小茂田）
く ぼ は な の

〈平成28年５月18日生〉
お父さん＝大樹さん　お母さん＝美智子さん

お歌が大好きな泣き虫はなちゃ

ん。お兄ちゃんもパパもママもみ

んな葉菜乃が大好きです。これか

らもみんなで楽しく過ごそうね嗣

ミムリンツイッターもみてね♪→
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